




















高 橋 浩 徳
ただ地面にあるものを持ち上げるだけで、そういうものがゲームといえるか、という意見も
あるかもしれない。人間の行為のうち、自発的で実用性がなく、生産性の無いものを遊びと呼












































神事で、毎年 月第 日曜に行われていた。昭和 年に保存会が作られて復活した。 担ぎ石
は 貫（ ）、 貫（ ）、 貫（ ）、 貫（ ）、 貫（ ）、 貫（ ）の
【図 太郎石持ち上げ（筆者撮影）】




































時期 月 、 日
毎年 月の 日から 日間行われるのが西瓜祭りである。 西瓜の豊作を祈ったり西瓜に感
謝したりするわけではなく、水と火の祭りでもともとは水火と書いたらしい。その祭りの中、







者は 、 人。土俵の回りの観客も 、 人である。
行事開始。マイクアナウンスで紹介が行われる。 それでは盤持ち大会を始めます。最初の






































の持ち上げ大会で使われる石は 個 、 個であるが、ここでは使用する石は半貫




















































毎年 月頃に開催される こしがや市民祭り の中の イベントとして開催される。江戸時
代に実在した当地出身の力持ち、三ノ宮卯之助にちなみ 年に始まった。米俵を持って
のコースを一往復しタイムを競う。小学生低学年（ ）、高学年（ ）、中学生男子





























































立志式として 歳になった男子が持ち上げを行う。当初は の力石だったが、 の米俵
















ラックを作り、米俵を持って走る。 人は 周、最後の一人は 周しタイムを計測する。俵の



















































































斗（約 ）と三方（約 ）の合計は 近い。大人の部、女性の部、ちびっこの
部（小学生）がある。大人の部の優勝者には餅と賞金 万円、準優勝者には餅と賞金 万円な



















































れる。複雑なルールはない。米俵は 斗俵（ ） 個、 斗俵（ ） 個、 斗俵












力石研究者の高島愼助 力石 （岩田書院、 ）によれば全国で石が か所、俵が か



































（ ）、ハルフドレッティング（ ）、アムロズィ（ ）という名前
持ち上げの遊戯と行事


















































































































る 深川の力持ち 新城囃子曲持 は荷揚げの作業をしていた者たちの娯楽から生まれた。






















































































） 区の宝物が盗まれた 玉城村船越に伝わる 力石 （琉球新報 年 月 日）








伊藤明 力石による力業 ソフィア 第 巻第 号、上智大学、 年
大泉陽一 未知の国スペイン ─バスク・カタルーニャ・ガリシアの歴史と文化─ 原書房、 年
木内明 民俗行事の消滅と共同体の変容 ─北海道夕張郡栗山町の盤持ち大会をめぐる地域社会の変容─ ス
持ち上げの遊戯と行事
ポーツ人類学研究 第 号、日本スポーツ人類学会、 年
佐藤要人編 国文学・解釈と鑑賞 川柳・江戸の遊び 至文堂、 （昭 ）年
瀬戸口照夫 力石 大林太良編 民族遊戯大事典 大修館、 年
高島槇助 三ノ宮卯之介の 力石 四日市大学論集 巻 号、四日市大学、 年
高島槇助 力石 岩田書院、 年
増田康弘編 遊びの大事典 東京書籍、 年
三隅治夫他編 祭・芸能・行事大事典 朝倉書店、 年
